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医療機関が病棟の機能を都道府県

に報告する「病床機能報告制度」が

今秋スタートしました。しかし当院では、

北館（ノースウィング）オープンを契機に、

「救急から在宅まで」を合言葉として、

機能別の病床群をいち早く整えてまいり

ました。急性期医療はその重症度から、

「ICU（Intensive care unit）」と「HCU

（High care unit）」、そして「一般急性期

病床」の３病床群を完備。さらに今年

9月には、急性期治療の後、体力の哀え

などのために退院ができない方に対して、

体力を回復して在宅復帰していただく

「地域包括ケア病棟」を南館4階に新設

し、従来のリハビリ病床（南館３階）と

合わせて2病床群で安心して在宅退院

できるように整備しています。

これら５つの病床群を有効に活用して

いただくには、入退院の患者さんを

サポートする部署が必要です。そこで

各病棟のコントロールタワーとして、北館

1階に「入退院（PFM）センター」が誕生

しました。ここでは予約入院の方を中心

に、病状、ご家族の状況、社会環境など

をお伺いし、病床の説明や入院後の

生活についての情報を提供しています。

また、退院後、介護環境の整備が必要

の場合は、相談員（社会福祉士）と

連携して早めに情報提供ができるように

しています。
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●時間外診療はノースウィング（北館）にお越しください。

●初診の方は紹介状をご持参ください。

笠松町AED設置
巡回町民バス出発式 ●10月2日（木）

まつなみ N ews

笠松町に自動体
外式除細動器
（AED）を寄贈
いたしました。
このAEDが設置
された笠松町
公共施設巡回

町民バスの出発式が先日、福祉会館にて執り行われました。
新型バス2台はすでに運行が開始されており、設置された
AEDは緊急事態に備えて活用されます。

※PFM／Patient flow management

あらゆるケースに対応できる
充実の病院・病床機能
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入退院の不安を取り除く
「入退院（PFM）センター」

5種類の病棟

退院

急性期で治療を受けた後、すぐ社会復帰できる患者様もいれば、身体の機能や日常動
作に不安を抱える患者様もいます。当院では安心入院・納得退院を第一に考え、
5種類の病棟を用意することで、それぞれのケースに適した体制を整えています。
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一般急性期病棟3

高度急性期医療
北館

（ノースウィング）

南館
（サウスウィング）

急性期医療

ご自宅 施設入所

着 と々進むスーパーケアミックス構想
～質の高い「医療＋福祉」の実現に向けて～

2014年夏
北館（ノースウィング）誕生
■救急医療センターの強化
■HCU（20床）を設置

2014年秋
地域包括ケア病棟 誕生
■急性期後・回復期医療の充実

2015年春
南館（サウスウィング）
リニューアルオープン（予定）
■障害者病棟の開設
■介護老人保健施設の移設

安心入院・納得退院を支える

安心して日常生活へ

機能回復や
低下した

能力の改善が
必要な方

すぐに
日常生活に
戻ることが
不安な方など病状が安定し、

社会や
自宅復帰が
可能な方

を取り除くの不安を入退院の 除く
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PFM人口減少と高齢化が進む中、
高度急性期医療と共に、安心
して地域で暮らせるお手伝いが
できるように医療を提供し、地域
行政と連携して安全安心な街
づくりに貢献していきます。　

回復期医療

今年９月、「地域包括ケア病棟」が新設され、５つの病床群が揃いました。

さらに、入退院の患者様をサポートする「入退院（PFM※）センター」もスタート。

さまざまなリスクに対応しながら、柔軟な運用が可能な当院の医療機能を紹介します。

整えています。整整え整えてえてえていていていまいまいますますす。す。
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回復期リハビリテーション病棟は、

脳血管疾患（脳梗塞、脳出血、くも膜下

出血など）や脊髄損傷、大腿骨骨折・

骨盤骨折などのために急性期治療を

受けた後、リハビリテーションが必要な方

に転棟していただく病棟です。さまざまな

職種（医師、看護師、理学療法士、作業

療法士、言語聴覚士、医療相談員、

管理栄養士、薬剤師など各分野の

専門スタッフ）が協働して、患者さん

一人一人の状態に合わせたリハビリ

プログラムを作成し、機能回復のた

めのリハビリテーション医療を集中的

に行っています。
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今年9月、地域に密着した病棟を

目指し、南館（サウスウィング）４階に誕生

した「地域包括ケア病棟」。この病棟は、

入院治療後、病状が安定した患者様

に対して、退院支援を効率的かつ密度

高く行い、在宅や介護施設への復帰

支援に向けた医療支援を行うことが

目的です。

今までは、一般病棟で症状が安定

すると、早期に退院していただいておりま

した。しかし、ご自宅や施設等での療養

に不安があったり、もう少し入院治療を

継続することで改善が見込まれると感じ

ている患者様やご家族の方も少なくあり

ませんでした。こうしたケースにお応えする

のが「地域包括ケア病棟」です。医師や

看護師、メディカルソーシャルワーカーや

リハビリスタッフが協力して、患者様の

在宅復帰に向けた治療・退院支援を

行います。入院日数は最大60日ですが、

患者様が安心して退院していただける

よう支援しますので、ぜひご活用ください。

集中治療室（ICU）は超急性期の

重篤な状態で、迅速かつ高度な治療が

必要な患者様が対象になります。救命を

最優先とし、様々な医療機器を使用

して、全身管理を行います。患者様を

受け持つ、看護師の人数の割合も多く、

集中的に管理が可能です。

高度治療室（HCU）は、救急を要し、

高度な医療を行うための病棟になり

ます。ICUと一般病床の中間に位置する

病棟で、ICUよりも状態が安定した患者

様が対象となります。具体的には、ICUで

治療を行う状態が改善した方、重症度

の高い方・看護度の高い方、術後

急性期の方などが入室されます。

ICUは救命処置や高度な治療を

行う事を目的とするため、状態が改善

する頃には、十分なリハビリテーションや

社会復帰に向けた準備が不足のまま

一般病棟へ移床することになります。

そこで、HCUと連携することにより、高度な

医療を継続的に効率良く提供し一般病

棟への移床に向けて、患者様が安心

して社会復帰への準備が行えます。

「機能別の病床群で、急性期医療（北館）から
　　　　　　　　　回復期医療（南館）までを担う。」
　　　 新しい医療提供体制、始まる！

5種類の病床群

ICU（集中治療室）

重篤な機能不全の状態にある患者様に対して、
様 な々職種の専門スタッフと連携し、24時間集中
的に全身管理を行い、高度で質の高い
医療・看護を提供します。

HCU（高度治療室）

ICU管理に至らないまでも、高度な治療や
看護を必要としている重症な患者様を24時間
体制で受け入れる病棟です。救急部とも連携
し、緊急入院が必要な患者様を受け入れて
います。

回復期リハビリテーション病棟部長

川口 雅裕
かわ ぐち まさ ひろ

集中治療室・高度治療室 ICU・HCU

地域包括ケア病棟 Local blanket care ward 回復期リハビリテーション病棟 Convalescence rehabilitation ward 

在宅復帰に向けた治療・退院支援を行う 集中的なリハビリテーションで復帰を後押し

高度救急医療を提供する２つの病棟

ICU看護師長 桒原 成郎
くわ ばら まさ お

地域包括ケア病棟とは？

急性期病棟などでの入院を終えた後、すぐ在宅や施設入所へ移行
することに不安な患者様が対象です。主治医が入院療養の継続の
必要性を認めた場合、在宅復帰支援計画に基づいて、地域包括
ケア病棟にて継続入院となります。入院期間は状態に応じ調整いた
します。 地域包括ケア病棟看護師長 松浦 郁恵

まつ　うら いく え

回復期リハビリテーション病棟とは？

症状が安定し始めた症状から1～2ヶ月後に転棟していただく病
棟です。ここでは、低下した能力を再び獲得するために
「集中的なリハビリテーション」を行い、寝たきり防止や社会・自宅
復帰を目指します。入院期間は対象となる疾患によって異なり、
60日～150日です。 回復期リハビリテーション病棟看護師長 田中 清美

た　なか きよ　み

HCU看護師長長柄 敦子
ながら あつ こ

ノースウィング

サウスウィング

南館
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北館
（ノースウィング）


